
市民に「いのちを守る医師・歯科医師は戦争法案

に反対」と訴えた（6 月 18 日、栄スカイル前で） 

 

安
全
保
障
関
連
法
案
が
今
国
会
で
成
立
の
危
険
に
あ
る
。 

法
案
は
「
武
力
行
使
は
し
な
い
」
「
戦
闘
地
域
に
は
行
か
な
い
」
「
専
守

防
衛
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
歯
止
め
を
こ
と
ご
と
く
取
り
払
い
、
憲
法
九
条

が
厳
し
く
禁
じ
て
い
る
「
海
外
で
の
武
力
行
使
」
に
日
本
が
公
然
と
踏
み
出

す
も
の
で
、
憲
法
違
反
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。 

「
あ
い
ち
医
師
・
歯
科
医
師
九
条
の
会
」
と
保
険
医
協
会
は
、
六
月
十
八

日
、
中
区
栄
で
合
同
の
記
者
会
見
と
街
頭
宣
伝
を
実
施
し
た
。
会
見
に
は
十

二
人
の
医
師
・
歯
科
医
師
役
員
ら
が
参
加
し
、
板
津
慶
幸
保
険
医
協
会
副
理

事
長
が
「
い
の
ち
を
守
る
医
師
・
歯
科
医
師
と
し
て
、
い
の
ち
を
奪
う
戦
争

に
国
民
を
導
く
安
保
法
案
は
廃
案
に
す
べ
き
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。 

「
あ
い
ち
医
師
・
歯
科
医
師
九
条
の
会
」
の
山
内
一
征
代
表
世
話
人
は
、

「
集
団
的
自
衛
権
行
使
反
対
／
憲
法
九
条
を
守
り
生
か
す
こ
と
を
求
め
る
」

請
願
署
名
（
「
九
条
の
会
」
の
請
願
）
の
集
約
が
八
千
四
百
九
十
一
筆
、
「
憲

法
九
条
を
守
る
医
師
・
歯
科
医
師
ア
ピ
ー
ル
」
は
千
二
百
三
十
人
が
賛
同
、

「
ど
の
子
ど
も
に
も
平
和
な
未
来
を
」
リ
ー
フ
は
三
万
部
を
普
及
な
ど
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
「
後
方
支
援
」
な
ど
と
し
て
地
方
自
治
体
・

民
間
の
医
療
機
関
や
医
師
・
看
護
師
な
ど
に
戦
争
協
力
を
強
い
る
業
務
従
事

命
令
を
さ
せ
る
自
衛
隊
法
な
ど
の
規
定
が
、
今
回
の
法
案
で
い
っ
そ
う
危
険

な
戦
闘
地
域
に
も
従
事
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
問
題
を
指
摘
し
た
。 

参
加
し
た
医
師
・
歯
科
医
師
か
ら
は
「
医
療
は
戦
争
の
た
め
に
あ
る
の
で

は
な
い
」
「
『
い
の
ち
を
守
る
』

は
医
療
の
原
点
。
手
を
尽
く
し
て

サ
ポ
ー
ト
し
た
子
ど
も
の
い
の

ち
が
戦
争
で
失
わ
れ
て
し
ま
う

の
は
耐
え
ら
れ
な
い
」
な
ど
の
発

言
が
あ
っ
た
。 

会
見
後
は
、
医
師
・
歯
科
医
師

ら
三
十
二
人
が
栄
ス
カ
イ
ル
前

で
法
案
の
廃
案
を
求
め
る
リ
ー

フ
や
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
の
九
条
守

る
署
名
入
り
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
配
布
し
協
力
を
訴
え

た
。
そ
し
て
次
々
と
マ
イ
ク
を
握
っ
て
市
民
へ
の
訴
え
を
行
っ
た
。 

こ
の
日
の
様
子
は
、
メ
～
テ
レ
と
中
日
新
聞
、
朝
日
新
聞
、
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
・
愛
知
民
報
が
報
道
し
た
。 

  

メ
～
テ
レ
が
報
道
（
６
月
１
８
日
、

テ
レ
ビ
画
面
か
ら
） 

「
あ
い
ち
医
師
・歯
科
医
師
九
条
の
会
」 
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「合
憲
」の
口
実
は
次
々
破
綻 

政
府
は
「
自
己
保
存
の
た
め
の
武
器
の
使
用
は
武
力
の
行
使
に
あ

た
ら
な
い
」
「
他
国
の
武
力
行
使
と
一
体
で
な
い
後
方
支
援
は
武
力

の
行
使
に
あ
た
ら
な
い
」
と
い
う
理
屈
で
安
保
法
案
を
「
合
憲
」
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
武
器
の
使
用
」
は
「
武
力
の
行
使
」
で
は

な
い
と
い
う
理
屈
が
国
際
的
に
通
用
し
な
い
こ
と
、
政
府
が
「
後
方

支
援
」
と
呼
ぶ
活
動
は
国
際
的
に
は
武
力
行
使
と
一
体
不
可
分
の
「
兵

た
ん
」
だ
と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
、
政
府
の
論
拠
は
成
り
立

た
な
く
な
っ
て
い
る
。 

立
法
事
実
の
な
い
「
根
拠
」 

安
倍
政
権
が
、
憲
法
解
釈
を
変
更
し
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認

し
た
唯
一
の
根
拠
は
「
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
が
根
本
的

に
変
容
し
た
」
と
い
う
も
の
。
し
か
し
国
会
審
議
で
「
他
国
に
対
す

る
武
力
攻
撃
に
よ
っ
て
、
『
存
立
危
機
事
態
』
に
陥
っ
た
国
が
世
界

で
一
つ
で
も
あ
る
か
」
と
の
質
問
に
、
岸
田
外
相
は
「
実
例
を
あ
げ

る
の
は
困
難
だ
」
と
言
う
始
末
。
立
法
事
実
そ
の
も
の
が
な
く
な
り
、

解
釈
変
更
し
た
理
由
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
。 

圧
倒
的
多
数
の
「違
憲
」 

衆
院
憲
法
審
査
会
で
の
参
考
人
質
疑
で
自
民
党
推
薦
の
憲
法
学
者

も
含
め
て
全
員
が
「
違
憲
」
と
明
言
し
た
の
を
は
じ
め
、
２
０
０
人

を
超
え
る
憲
法
学
者
が
戦
争
法
案
は｢

違
憲｣

と
の
声
明
を
あ
げ
、
報

道
機
関
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
圧
倒
的
多
数
が
違
憲
性
を
指
摘
し
て
い

る
。
６
月
２
２
日
の
衆
院
安
保
法
制
特
別
委
の
参
考
人
質
疑
で
は
、

宮
崎
・
阪
田
両
元
内
閣
法
制
局
長
官
が
「
違
憲
」
「
政
府
の
憲
法
解

釈
か
ら
逸
脱
」
と
表
明
し
、
法
案
の
撤
回
を
求
め
て
い
る
。 

政府の「合憲」根拠は崩壊……国会審議 



講
演
す
る
川
口
弁
護
士 

自
衛
隊
派
兵
は
イ
ラ
ク
戦
争
の
違
憲

判
決
に
反
す
る 医

師
九
条
の
会
が
つ
ど
い 

「
あ
い
ち
医
師
・
歯
科
医
師
九
条
の
会
」
は
、
第
十
九
回
の
憲
法
の
つ
ど
い
を
二

月
二
十
八
日
、
協
会
伏
見
会
議
室
で
開
催
、
医
師
や
市
民
ら
四
十
六
人
が
参
加
し
た
。 

は
じ
め
に
、
山
内
一
征
代
表
世
話
人
が
挨
拶
し
、
自
民
党
が
「
各
種
団
体
の
協
力

の
も
と
憲
法
改
正
賛
同
者
の
拡
大
運
動
を
推
進
」
と
運
動
方
針
に
掲
げ
、
す
で
に
「
美

し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
国
民
の
会
」
が
憲
法
改
正
賛
同
の
運
動
を
進
め
て
い
る

こ
と
を
紹
介
。
桜
井
よ
し
子
氏
や
首
相
肝
い
り
の
安
保
法
制
懇
メ
ン
バ
ー
ら
が
名
を

連
ね
る
同
会
は
、
都
道
府
県
組
織
を
作
り
自
治
体
決
議
や
一
千
万
人
の
賛
同
者
名
簿

づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
草
の
根
に
広
が
る
九
条
の
会
が
今
こ
そ
憲
法
を
守
る
運
動

を
広
げ
る
べ
き
と
訴
え
た
。 

講
師
に
は
、
川
口
創
弁
護
士
（
イ
ラ
ク
派
兵
差
止
訴
訟
弁
護
団
事
務
局
長
、
国
民

安
保
法
制
懇
事
務
局
長
）
を
迎
え
「
ど
う
な
る
憲
法
、
ど
う
す
る
憲
法
～
戦
争
を
す

る
国
に
さ
せ
な
い
た
め
に
」
の
講
演
を
受
け
た
。 

川
口
氏
は
、
昨
年
七
月
の
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
以
降
、
対

テ
ロ
戦
争
な
ど
を
口
実
に
自
衛
隊
派
兵

恒
久
化
の
議
論
が
あ
る
こ
と
に
、
「
対

テ
ロ
戦
争
は
無
差
別
殺
戮
と
な
る
。
二

〇
〇
八
年
の
イ
ラ
ク
派
兵
差
止
訴
訟
の

判
決
で
『
（
航
空
自
衛
隊
は
）
多
国

籍
軍
の
戦
闘
行
為
に
必
要
不
可
欠

な
軍
事
上
の
後
方
支
援
を
行
っ
て

い
る
』
『
イ
ラ
ク
に
お
い
て
行
わ
れ

て
い
る
航
空
自
衛
隊
の
空
輸
活
動

は
、
政
府
と
同
じ
憲
法
解
釈
に
立
ち
、

イ
ラ
ク
特
措
法
を
合
憲
と
し
た
場

合
で
あ
っ
て
も
、
武
力
行
使
を
禁
止

し
、
活
動
地
域
を
非
戦
闘
地
域
に
限

定
し
た
イ
ラ
ク
特
措
法
や
憲
法
九

条
一
項
に
違
反
す
る
』
と
明
記
さ
れ

た
内
容
に
反
す
る
。
安
倍
首
相
は
こ

の
枠
組
み
を
壊
そ
う
と
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
。 

そ
し
て
、
今
回
の
安
保
法
制
づ
く
り
は
、
二
十
数
年
前
か
ら
防
衛
庁
内
部
で
構
想

さ
れ
て
い
た
「
国
家
安
全
保
障
基
本
法
案
」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
紹
介

し
、
こ
れ
を
見
取
り
図
と
す
る
か
の
よ
う
に
、
秘
密
保
護
法
や
武
器
輸
出
三
原
則
の

廃
止
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
人
事
へ
の
介
入
な
ど
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
と
し
た
。 

ま
た
、
政
府
の
進
め
る
安
保
法
制
に
よ
る
自
衛
隊
の
武
力
行
使
は
、
①
ア
メ
リ
カ

の
軍
事
的
要
求
に
応
え
て
ア
メ
リ
カ
と
一
体
化
す
る
、
②
「
成
長
戦
略
」
で
武
器
輸

出
や
防
衛
産
業
振
興
を
う
た
う
な
ど
の
財
界
の
利
権
に
支
え
ら
れ
て
い
る
、
③
靖
国

参
拝
を
行
い
、
自
主
憲
法
を
つ
く
る
な
ど
の
活
動
を
進
め
る
安
倍
首
相
と
取
り
巻
き

の
人
脈
を
安
倍
一
派
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
の
願
望
実
現
の
重
要
な
一
歩
と
な
る
―

―
と
い
う
背
景
が
あ
る
こ
と
を
つ
か
む
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。 

憲
法
を
守
る
運
動
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
と
し
て
、
イ
ラ
ク
派
兵
差
止
訴
訟
で
導

き
出
し
た
「
平
和
的
生
存
権
」
を
活
用
し
て
多
様
な
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
結
び
、
一
例
と
し
て
川
口
氏
が
保
育
園
の
保
護
者
と
と
も
に
作
成
し
た
「
ど
の
子

に
も
平
和
な
未
来
を
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
。 

 



  



 


